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〔
Ⅰ
〕

「
共
生
の
哲
学
」
を
求
め
て

―
天
人
合
一
と
一
念
三
千

北
京
大
学
の
季
羨
林
教
授
は
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
と
の
て
い

談
集
『
東
洋
の
智
慧
を
語
る
』
の
な
か
で
、
中
国
の
こ
と
わ
ざ

「
三
十
年
河
西
、
三
十
年
河
東
」
を
人
類
史
に
お
け
る
東
洋
文
明

と
西
洋
文
明
の
関
係
に
当
て
は
め
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い

る
。「

私
の
言
っ
て
い
る
意
味
は
、
西
洋
文
化
が
す
で
に
到
着
し

て
い
る
基
盤
の
上
に
、
さ
ら
に
一
段
階
進
め
て
、
人
類
文

化
を
前
代
未
聞
の
高
み
に
引
き
あ
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。『
三
十
年
河
西
、
三
十
年
河
東
』
と
い
う
人
類
社
会
の

進
化
の
規
律
が
到
達
で
き
る
目
標
は
、
こ
れ
で
す
。

正
し
い
あ
り
方
と
は
、
西
洋
文
化
の
数
百
年
に
わ
た
る

あ
ら
ゆ
る
輝
か
し
い
功
績
を
継
承
し
、
東
洋
文
化
の
総
合

思
考
を
も
っ
て
西
洋
文
化
の
分
析
思
考
の
窮
地
を
救
い
、

全
人
類
の
文
化
を
さ
ら
に
高
い
、
さ
ら
に
新
し
い
レ
ベ
ル

に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
」

（
１
）

そ
し
て
、
両
者
は
、
人
類
存
続
、
繁
栄
の
哲
理
と
し
て
、
人

類
史
に
登
場
す
る
幾
多
の
智
慧
、
哲
理
の
な
か
か
ら
、
中
国
文

現
代
社
会
に
お
け
る
菩
薩
道

川
田
洋
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明
の
主
軸
を
な
す
「
天
人
合
一
」
と
仏
教
文
明
を
貫
く
「
宇
宙

即
我
」
並
び
に
「
一
念
三
千
」
論
を
抽
出
し
て
い
る
。

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
季
羨
林
教
授
と
の
「
て
い
談
」
の
智

慧
を
も
引
き
つ
ぎ
な
が
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ド
ゥ
・
ウ
ェ

イ
ミ
ン
教
授
と
「
対
話
の
文
明
」
と
題
す
る
対
談
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
対
談
の
思
想
、
哲
学
的
中
軸
に
も
、
中
国
文
明
の

「
天
人
合
一
」
と
仏
教
文
明
の
「
宇
宙
即
我
」
が
す
え
ら
れ
て
い

る
。
ド
ゥ
教
授
は
、「
天
人
合
一
」
を
「
人
類
宇
宙
観

（anthropocosm
ic

vision

）」
と
呼
び
、「
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

を
代
表
さ
せ
て
い
る
。
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、「
宇
宙
即
我
」
並

び
に
中
国
仏
教
に
お
け
る
「
一
念
三
千
」
論
を
「
仏
教
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」
と
表
現
し
て
い
る
。

今
、
こ
の
論
考
で
は
、
こ
の
両
者
の
対
論
を
基
点
と
し
て
、

「
天
人
合
一
」
の
構
造
と
「
宇
宙
即
我
」
の
中
国
仏
教
に
お
け
る

哲
学
体
系
で
あ
る
天
台
の
「
一
念
三
千
」
論
の
構
造
を
相
対
さ

せ
て
考
え
て
み
た
い
。
ド
ゥ
教
授
は
日
本
の
『
中
外
日
報
』
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、「
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が
内
包

す
る
現
代
的
可
能
性
を
展
開
し
、「
天
人
合
一
」
の
構
造
を
「
人

類
宇
宙
観
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

「『
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
に
お
け
る
最
も
高
邁
な
目
標

と
は
、
天
と
人
間
の
合
一
で
す
。
儒
教
の
伝
統
に
お
い
て
、

存
在
に
は
自
己
・
共
同
体
・
自
然
・
天
の
四
つ
の
次
元
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
統
合
が
目
指
さ
れ
ま
す
。

そ
の
第
一
の
段
階
で
は
、
身
体
・
心
・
魂
・
精
神
を
統

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
な
人
間
を
形
成
し
ま
す
。

第
二
に
、
自
己
と
共
同
体
の
有
益
な
相
互
作
用
を
図
り
ま

す
。
共
同
体
と
い
う
の
は
家
族
、
社
会
、
世
界
な
ど
多
様

に
解
釈
さ
れ
ま
す
。
第
三
に
、
人
間
と
自
然
の
持
続
可
能

で
調
和
し
た
関
係
を
築
き
ま
す
。
そ
し
て
第
四
に
、
人
間

の
心
と
天
の
道
の
相
互
作
用
を
実
現
し
ま
す
」

（
２
）

こ
こ
に
、
「
天
人
合
一
」
「
人
類
宇
宙
観
」
の
四
つ
の
次
元

―
自
己
、
共
同
体
、
自
然
、
天
の
統
合
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

「
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
総
合
思
考
」（
総
合
智
）

で
あ
る
。

一
方
、「
一
念
三
千
」
論
は
、
中
国
の
天
台
に
よ
っ
て
体
系
化

さ
れ
た
哲
理
で
あ
る
。「
一
念
三
千
」
の
基
本
的
概
念
は
、
衆
生

の
起
こ
す
一
念
の
心
（
生
命
）
に
、「
三
千
の
諸
法
」
と
し
て
記

述
さ
れ
る
現
象
世
界
の
す
べ
て
が
収
ま
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
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る
。
こ
こ
に
衆
生
の
起
こ
す
「
一
念
」
と
は
、
環
境
と
の
関
連

に
お
い
て
生
起
す
る
一
瞬
の
心
を
い
う
が
、
究
極
的
に
は
、「
実

相
」
を
さ
す
と
い
う
。
つ
ま
り
、
身
心
、
有
情
・
非
情
、
生
命

活
動
を
支
え
て
い
る
よ
り
ど
こ
ろ
の
す
べ
て
を
包
含
し
た
「
宇

宙
生
命
」
を
さ
し
て
「
一
念
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
一
念
」

（
瞬
間
の
生
命
）
を
と
ら
え
て
、
詳
細
に
観
照
す
る
と
、
そ
こ
に
は

三
千
（
十
界
・
十
界
互
具
・
十
如
是
・
三
世
間
）
の
差
異
相
を
具
し

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

現
象
世
界
を
表
現
す
る
三
千
と
い
う
法
数
は
、
十
界
互
具
、

十
如
是
、
三
世
間
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
今
、
ド
ゥ
教

授
の
示
す
「
天
人
合
一
」
の
構
造
と
の
関
連
性
か
ら
、「
三
世
間
」

の
視
座
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
。

三
世
間
と
は
、
十
界
と
い
う
境
界
、
十
如
是
と
い
う
身
心
の

活
動
が
、
具
体
的
に
現
象
世
界
に
顕
在
化
す
る
「
場
」
を
三
つ

の
領
域
と
し
て
記
述
し
た
法
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
一
念
」

（
生
命
）
の
活
動
は
、「
五
陰
世
間
」「
衆
生
世
間
」「
国
土
世
間
」

と
い
う
「
生
命
場
」
に
差
異
相
と
し
て
顕
在
化
し
て
く
る
の
で

あ
る
。「
五
陰
」
が
身
心
で
あ
る
。
身
心
の
相
関
を
「
色
心
不
二
」

と
も
表
現
す
る
。「
衆
生
」
は
、
現
代
的
に
い
え
ば
「
共
同
体
」

で
あ
る
。「
共
同
体
」
は
家
族
、
民
族
、
国
家
、
世
界
に
ま
で
拡

大
し
て
い
く
。「
国
土
」
が
大
自
然
で
あ
る
。
即
ち
、「
衆
生
」

が
生
を
営
む
「
場
」
で
あ
る
。
現
代
的
に
表
現
す
る
と
、
自
然

生
態
系
で
あ
る
。「
衆
生
」
と
「
国
土
」
の
関
係
性
を
、「
依
正

不
二
」
と
表
現
す
る
。

さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
「
天
人
合
一
」
の
構
造
と
対
比
す
る
と
、

存
在
の
「
自
己
」「
共
同
体
」「
自
然
」「
天
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
五
陰
」「
衆
生
」「
国
土
」
そ
し
て
「
実
相
」（
宇
宙
生
命
）
と
し

て
の
「
一
念
」
に
相
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
儒
教
に
お
け
る
「
天
」

は
、
釈
尊
の
悟
達
の
顕
現
で
あ
る
「
宇
宙
生
命
」（
宇
宙
根
源
の
法
）

に
対
比
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
一
念
三
千
」
論
で
は
、

「
一
念
」（
実
相
）
に
相
当
す
る
。「
三
千
」
と
し
て
の
現
象
世
界

が
、「
天
人
合
一
」
で
の
「
自
己
」「
共
同
体
」「
自
然
」
に
対
応

す
る
。

ド
ゥ
教
授
は
、「
天
人
合
一
」
か
ら
、
人
間
の
宇
宙
創
造
に
お

け
る
「
使
命
」
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
神
教
の
伝
統
で
は
、
神
は
自
ら
の
姿
に
か
た
ど
っ
て
人

間
を
創
造
し
、
人
間
が
す
べ
て
の
生
き
物
を
支
配
す
る
と



説
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
儒
教
に
お
け
る
人
間
は
、
世

間
の
変
容
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
共
同

創
造
者
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
人
間
社
会
、
自
然
環
境
を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な

る
の
で
す
」

（
３
）

創
価
学
会
戸
田
第
二
代
会
長
は
、
宇
宙
論
の
視
座
か
ら
、
人

間
の
宇
宙
進
化
に
お
け
る
使
命
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
宇
宙
は
、
み
な
仏
の
実
体
で
あ
っ
て
、
宇
宙
の
万
象

こ
と
ご
と
く
慈
悲
の
行
業
で
あ
る
」

（
４
）

と
述
べ
、
こ
こ
か
ら
、
こ
の
宇
宙
に
生
を
う
け
た
人
間
の
使
命

を
導
き
出
し
て
く
る
。

「
宇
宙
自
体
が
慈
悲
で
あ
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
も
日
常
の
行

業
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
に
慈
悲
の
行
業
そ
の
も
の
で
は
あ

る
が
、
人
た
る
特
殊
の
生
命
を
発
動
さ
せ
て
い
る
以
上
、

人
間
は
、
一
般
動
物
、
植
物
と
同
じ
立
ち
場
で
あ
っ
て
は

な
ら
ぬ
。
よ
り
高
級
な
行
業
こ
そ
、
真
に
仏
に
仕
え
る
者

の
態
度
で
あ
る
」

（
５
）
「
自
覚
し
た
真
の
慈
悲
に
生
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

（
６
）

と
い
わ
れ
る
。

こ
の
大
宇
宙
に
お
け
る
人
間
の
存
在
意
義
は
、
宇
宙
の
「
慈

悲
の
行
業
」
に
自
覚
的
、
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
で
あ
る
。

宇
宙
の
本
然
的
な
�
慈
悲
の
行
業
�
と
は
、
宇
宙
の
創
造
的
進

化
に
他
な
ら
な
い
。
宇
宙
そ
の
も
の
に
内
包
さ
れ
た
慈
悲
力
が

発
動
し
て
、
創
造
的
進
化
を
な
し
と
げ
て
い
く
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
人
間
は
、
そ
の
「
慈
悲
の
行
業
」
に
参
画
し
、

宇
宙
の
進
化
を
促
進
す
る
の
が
、
そ
の
使
命
で
あ
る
。
慈
悲
を

体
現
し
つ
つ
、
宇
宙
論
的
使
命
に
生
き
る
人
格
が
、
真
実
の
仏

教
者
の
姿
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
仏
教
の
「
慈
悲
」
は
、
中
国
に
お
い
て
、
儒
教

の
「
仁
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
天
台
は
、「
仁
慈
も

て
矜

あ
わ
れ

み
養
い
て
他
を
害
せ
ざ
る
は
、
即
ち
不
殺
戒
な
り
」
（
７
）

と
し

て
、
慈
悲
を
仁
に
比
定
し
て
い
る
。
法
華
経
（
提
婆
達
多
品
）
で

は
、
羅
什
訳
で
「
功
徳
は
具
足
し
て
、
心
に
念
い
口
に
演
ぶ
る

こ
と
は
、
微
妙
広
大
に
し
て
、
慈
悲
仁
譲
あ
り
。
志
意
は
和
雅

に
し
て
、
能
く
菩
提
に
至
れ
り
」
（
８
）
と
あ
る
。

儒
教
に
お
け
る
「
共
同
創
造
者
」
は
、
仁
の
徳
を
体
現
す
る

人
格
で
あ
り
、
一
方
、
仏
教
に
お
け
る
「
宇
宙
論
的
使
命
」
に

生
き
る
人
格
は
、
慈
悲
の
徳
の
体
現
者
で
あ
る
。
と
も
に
、
東
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洋
の
「
共
生
の
哲
学
」
を
実
践
す
る
人
間
像
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

「
仁
」
の
徳
を
体
現
し
、「
天
人
合
一
」
を
実
践
し
よ
う
と
す
る

儒
教
者
と
、「
慈
悲
」
の
徳
を
体
現
し
、「
一
念
三
千
」
の
実
践

を
志
す
仏
教
者
と
の
、
現
代
西
洋
物
質
文
明
の
「
窮
地
」
を
救

う
た
め
の
「
協
調
」
の
領
域
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

〔
Ⅱ
〕

大
乗
菩
薩
の
現
代
的
意
義
（
１
）

―
誓
願
に
つ
い
て

ド
ゥ
・
ウ
ェ
イ
ミ
ン
教
授
は
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
と
の
対
談

の
中
で
、「
今
、
私
た
ち
は
、
他
者
や
自
然
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
現
代
の
暴
力
的
な
変
化
の
危

機
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、『
仁
』
の
力
、
ま
た
大
乗
仏
教
の

『
慈
悲
』
の
力
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
い
」
（
９
）
と
述
べ
て
い
る
。

憎
悪
や
暴
力
性
は
、「
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
い
う
存
在

の
四
つ
の
次
元
（
自
己
、
共
同
体
、
自
然
、
天
）
を
分
断
し
、
分
裂

さ
せ
て
し
ま
う
。「
仏
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
い
え
ば
、「
一

念
三
千
」
の
三
世
間
を
こ
と
ご
と
く
分
断
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
身
体
と
心
（
自
己
、
五
陰
世
間
）
が
分
断
さ
れ
、
次
い
で

家
族
、
部
族
、
民
族
、
国
家
、
国
際
社
会
（
共
同
体
、
衆
生
世
間
）

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
分
断
さ
れ
、
そ
し
て
、
人
類
と
自
然

生
態
系
（
自
然
、
国
土
世
間
）
の
間
が
切
り
離
さ
れ
て
い
く
。
最

後
に
、
人
間
に
と
っ
て
の
「
超
越
的
な
も
の
」「
根
源
的
な
も
の
」

（
天
、
宇
宙
根
源
の
法
）
と
の
間
が
切
り
離
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。生

き
た
「
人
間
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
次
元
で
、
憎
悪
や
暴
力
性

や
そ
の
他
の
煩
悩
（
悪
性
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、

宇
宙
生
命
の
基
盤
も
失
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喪
失
し
、

孤
独
の
底
に
沈
ん
で
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
儒
教
で
い
う
「
仁
」
徳
や
、
大
乗
仏
教
の

「
慈
悲
」
の
徳
等
の
「
善
性
」
は
、
分
断
の
傷
を
い
や
し
、
あ
ら

ゆ
る
次
元
の
存
在
と
融
合
し
つ
つ
、
大
宇
宙
の
な
か
に
生
き
る

人
間
の
全
体
性
を
取
り
戻
し
、
大
自
然
と
の
共
生
の
な
か
で

「
根
源
な
る
も
の
」「
超
越
的
な
る
も
の
」
と
の
結
合
か
ら
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
つ
つ
、
自
己
の
使
命
を
見
出
す
の

で
あ
る
。

大
乗
仏
教
で
は
、「
善
性
」
を
開
発
し
つ
つ
、
自
他
の
共
存
を

志
向
す
る
人
間
群
を
「
菩
薩
」
と
し
て
え
が
き
あ
げ
て
い
る
。
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大
乗
菩
薩
は
、
こ
の
世
に
生
を
う
け
た
誓
願
、
使
命
を
自
覚
し
、

衆
生
救
済
の
た
め
の
菩
薩
道
を
実
践
し
て
い
く
。
今
、
二
十
一

世
紀
に
生
き
る
仏
教
者
と
し
て
、
大
乗
菩
薩
の
今
日
的
意
義
を
、

使
命
と
し
て
の
「
誓
願
」
と
、
実
践
道
と
し
て
の
「
六
波
羅
蜜
」

の
テ
ー
マ
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。

人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
報
告
書
『
安
全
保
障
の
今
日
的
課

題
』（
二
〇
〇
三
年
版
）
は
、
そ
の
な
か
で
「
人
間
の
安
全
保
障
」

の
今
日
的
な
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。「
人
間
の
安
全
保
障
」

は
、
国
家
よ
り
も
、
生
き
た
「
人
間
」
の
生
に
焦
点
を
当
て
る
。

現
実
の
世
界
に
は
、
能
力
の
強
化
を
抑
圧
し
、「
人
間
開
発
」
を

阻
害
す
る
脅
威
が
余
り
に
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
脅
威
か
ら

「
人
間
」
を
守
り
、
人
々
が
、
畏
れ
の
な
い
自
由
で
平
等
な
生
を

営
む
た
め
に
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
第
一
に
今
日
的
課
題
で
あ
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」

の
視
点
か
ら
、
菩
薩
の
「
誓
願
」
の
意
義
を
と
ら
え
て
み
た
い
。

仏
、
菩
薩
の
「
誓
願
」
は
大
き
く
「
総
願
」
と
「
別
願
」
に
分

け
ら
れ
る
が
、「
総
願
」
と
し
て
「
四
弘
誓
願
」
を
取
り
上
げ
、

「
別
願
」
の
代
表
と
し
て
、
①
薬
師
如
来
の
十
二
願
、
②
観
世
音

菩
薩
の
誓
願
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）「
四
弘
誓
願
」
は
、
①
衆
生
無
辺
誓
願
度
、
②
煩
悩
無
数

誓
願
断
、
③
法
門
無
尽
誓
願
知
、
④
仏
道
無
上
誓
願
成
の
四
項

目
で
あ
る
。

①
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
救
済
の
誓
願
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

は
、
仏
教
と
し
て
の
「
宗
教
的
使
命
」
と
「
社
会
的
使
命
」
が
、

と
も
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
仏
教
の
宗
教
的
使
命
は
、

万
人
を
成
仏
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
条
件
を
つ
く
る
た

め
に
も
、
社
会
の
中
の
阻
害
要
因
に
挑
戦
し
、
こ
れ
を
排
除
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
の
な
か
の
、
人
間
の
自

由
や
平
等
や
生
命
へ
の
脅
威
を
除
く
た
め
の
戦
い
、
つ
ま
り

「
社
会
的
使
命
」
を
果
た
し
ゆ
く
こ
と
そ
の
も
の
が
、
菩
薩
道
で

あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
今
日
的
意
義
に
お
け
る
「
人
間
の
安

全
保
障
」
を
確
保
す
る
た
め
の
実
践
、
奉
仕
が
菩
薩
の
使
命
で

あ
る
。

そ
の
よ
う
な
使
命
を
果
た
し
ゆ
く
た
め
に
は
、
②
と
し
て
、

煩
悩
（
悪
性
）
を
変
革
し
、
菩
提
（
善
心
）
を
開
発
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
③
と
し
て
、
法
門
を
学
び
と
ろ
う
と
の

誓
い
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
衆
生
の
救
済
の
た
め
に
は
、
多
様



な
衆
生
の
苦
悩
に
応
じ
て
の
、
知
識
、
技
術
、
智
慧
等
が
具
体

的
に
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
菩
薩
自
身
の
生
涯
学
習
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
人
類
社
会
救
済
を
か
か
げ
て
精
進
す
る
生
命
の

な
か
か
ら
、
④
の
仏
の
無
上
の
悟
り
を
成
就
す
る
道
が
開
け
て

く
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
仏
や
菩
薩
は
、「
総
願
」
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
別

願
」
を
立
て
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
仏
教
者
と
し

て
の
「
宗
教
的
使
命
」、
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
々
の
成
仏
と
、

苦
悩
に
お
ち
い
っ
た
人
々
を
具
体
的
に
救
済
し
た
い
と
い
う

「
社
会
的
使
命
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

今
、「
社
会
的
使
命
」

―
今
日
的
意
義
で
は
「
人
間
の
安
全

保
障
」
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
次
の
よ
う
な
誓
願
が
取
り
出
せ

る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
は
、「
欠
乏
か
ら

の
自
由
」「
恐
怖
か
ら
の
自
由
」「
人
間
が
自
ら
の
た
め
に
行
動

を
起
こ
す
自
由
」
の
実
現
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。

①
薬
師
如
来
の
十
二
大
願
（
10
）の
な
か
か
ら
、
上
記
の
「
自
由
」
へ

の
誓
願
の
項
目
の
要
旨
を
取
り
出
し
て
み
る
。

ａ．

衆
生
の
必
要
と
す
る
も
の
を
不
足
さ
せ
ま
せ
ん

―
「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」

ｂ．

一
切
の
身
体
的
不
自
由
、
病
苦
を
救
い
ま
す

―
「
病
気
か
ら
の
自
由
」

ｃ．

衆
病
を
治
し
て
、
心
身
と
も
に
安
楽
に
し
ま
す

―
「
病
気
か
ら
の
自
由
」

ｄ．

国
家
権
力
に
よ
る
一
切
の
苦
悩
か
ら
衆
生
を
救
い
ま
す

―
「
政
治
権
力
か
ら
の
自
由
」

ｅ．

餓
渇
の
衆
生
に
食
事
を
与
え
ま
す

―
「
飢
餓
か
ら
の
自
由
」

ｆ．

極
度
の
貧
困
で
衣
服
が
な
い
も
の
に
衣
服
を
与
え
ま
す

―
「
貧
困
か
ら
の
自
由
」

②
観
世
音
菩
薩
の
誓
願
（
11
）（

要
旨
）

ａ．

大
火
に
入
っ
て
も
火
も
焼
く
こ
と
が
で
き
ず
、
大
水
に

流
さ
れ
て
も
、
浅
い
と
こ
ろ
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で

き
ま
す

―
自
然
災
害
と
い
う
「
恐
怖
か
ら
の
自
由
」

ｂ．

大
海
の
中
で
の
羅
刹
の
難
を
脱
却
で
き
ま
す
。
三
千
大

千
世
界
の
夜
叉
や
羅
刹
も
、
害
を
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん

―
夜
叉
や
羅
刹
（
悪
鬼
）
と
し
て
示
さ
れ
る
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「
暴
力
か
ら
の
自
由
」

ｃ．

三
千
大
千
世
界
の
敵
意
あ
る
盗
賊
か
ら
逃
れ
ら
れ
ま
す

―
「
暴
力
か
ら
の
自
由
」

ｄ．

王
難
の
苦
に
遭
っ
て
、
刑
に
よ
っ
て
命
が
絶
た
れ
よ
う

と
す
る
時
に
、「
刀
は
尋つ

い
で
段
段
に
壊
れ
」
ま
す

―
「
政
治
権
力
か
ら
の
自
由
」「
自
ら
行
動
す
る
自

由
」

ｅ．
「
枷
鎖
」
の
刑
具
で
束
縛
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
脱

却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

―
い
か
な
る
政
治
の
も
と
に
あ
っ
て
も
「
自
ら
行
動

す
る
自
由
」

こ
の
よ
う
に
観
世
音
菩
薩
の
慈
悲
の
働
き
は
、「
暴
力
、
災

害
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
恐
怖
か
ら
の
自
由
」
を
確
保
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

〔
Ⅲ
〕

大
乗
菩
薩
の
現
代
的
意
義
（
２
）

―
六
波
羅
蜜
に
つ
い
て

次
に
、
六
波
羅
蜜
で
あ
る
が
、
こ
の
菩
薩
の
実
践
は
、「
誓
願
」

を
果
た
す
た
め
の
具
体
的
実
践
項
目
で
あ
り
、
①
布
施
、
②
持

戒
、
③
忍
辱
、
④
精
進
、
⑤
禅
定
、
⑥
智
慧
の
六
波
羅
蜜
と
し

て
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
実
現
す
る

視
座
か
ら
、
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
考
え
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

第
一
に
は
、
布
施
と
持
戒
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
具
体
的
な

他
者
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
倫
理
的
、
道
徳
的
行
為
で
あ
る
。

善
心
を
開
発
し
つ
つ
、
他
者
に
つ
く
す
た
め
の
具
体
的
な
行
動

で
あ
る
。

第
二
に
は
、
忍
辱
と
精
進
で
あ
り
、
と
も
に
、
忍
耐
強
く
菩

薩
行
を
い
か
な
る
障
害
が
あ
ろ
う
と
も
、
努
力
を
重
ね
て
、
常

に
乗
り
越
え
て
い
く
精
神
力
の
開
発
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

第
一
の
菩
薩
の
具
体
的
実
践
や
、
次
の
第
三
の
グ
ル
ー
プ
の
仏

道
修
行
を
支
え
る
力
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
禅
定
と
智
慧
で
あ
る
。
禅
定
は
、
仏
教
に
お
け

る
基
本
的
な
修
行
で
あ
り
、
釈
尊
の
菩
提
樹
下
で
の
禅
定
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
展
開
し
て
い
く
が
、
い
ず
れ
も
、「
宇
宙
根
源

の
法
（
ダ
ル
マ
）」
の
開
顕
を
め
ざ
し
て
い
る
。

智
慧
は
、
仏
教
の
智
慧
で
あ
り
、�
縁
起
の
智
慧
�
に
他
な
ら

な
い
。
慈
悲
に
根
ざ
し
た
�
縁
起
の
智
慧
�
は
、「
宇
宙
生
命
」
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に
そ
な
わ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
の
自
然
観
、
世
界
観
と
し
て

開
示
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
た
る
六

項
目
を
、
現
代
に
生
き
る
菩
薩
行
と
し
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

第
一
の
布
施
行
は
、
心
の
な
か
に
あ
る
慳

も
の
お
し

み
や
貪
欲
の
心
を

破
す
た
め
と
さ
れ
る
。
布
施
に
は
、
財
施
、
法
施
、
無
畏
施
が

あ
る
が
、
財
施
や
法
施
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
無
畏
施
に
あ
る
。

現
代
に
お
け
る
「
無
畏
な
る
」
生
活
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
暴

力
か
ら
の
自
由
」
を
確
保
し
、「
共
同
体
に
自
由
に
参
加
で
き
る

自
由
」
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
地
域
の
豊
か
な

自
然
生
態
系
と
特
色
あ
る
文
化
、
そ
れ
ら
と
調
和
し
て
の
Ｂ
Ｈ

Ｎ
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ー
ズ
）
の
充
足
を
さ
し
て
い

る
。
Ｂ
Ｈ
Ｎ
の
中
核
に
な
る
の
は
、
水
、
食
糧
、
医
療
、
福
祉

等
と
、
基
本
的
な
教
育
、
安
全
性
で
あ
る
。
菩
薩
と
し
て
の
仏

教
者
は
、
財
施
や
法
施
に
よ
っ
て
、
地
域
、
共
同
体
、
民
族
の

「
無
畏
な
る
生
活
」
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
、
持
戒
は
、
善
心
を
開
発
し
、
人
間
と
し
て
の
倫
理

性
、
道
徳
性
を
涵
養
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
梵
網
経
』
の
な
か
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
戒
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
か
ら
、
在
家

に
も
共
通
す
る
四
つ
の
戒
を
取
り
出
し
た
い
。

（
ｉ
）
に
は
「
不
殺
生
戒
」
で
あ
り
、
非
暴
力
、
慈
悲
の
心

の
体
現
で
あ
る
。『
梵
網
経
』
に
は
「
一
切
の
命
あ
る
者
は
、
こ

と
さ
ら
に
殺
す
こ
と
を
得
ざ
れ
」

（
12
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
暴
力

か
ら
の
自
由
」
を
さ
し
て
い
る
。
不
殺
生
戒
と
は
、
生
き
と
し

生
け
る
も
の
に
及
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
仏
教
は
「
生
命
圏
平

等
主
義
」
に
立
つ
故
に
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
尊
厳
性
を

主
張
す
る
。
ま
た
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
に
は
、「
殺
そ
う
と

争
闘
す
る
人
々
を
見
よ
。
武
器
を
執
っ
て
打
と
う
と
し
た
こ
と

か
ら
恐
怖
が
生
じ
た
の
で
あ
る
」

（
13
）
と
あ
る
。「
不
殺
生
戒
」
は
、

殺
生
の
た
め
の
武
器
の
所
有
を
禁
止
し
て
い
る
。
大
量
破
壊
兵

器
の
み
な
ら
ず
、
通
常
兵
器
を
も
削
減
し
、「
世
界
不
戦
」
へ
の

道
を
示
す
の
で
あ
る
。

（
ii
）
に
、「
不
偸
盗
戒
」
は
、「
知
足
」
の
精
神
か
ら
出
た

戒
で
あ
る
。
仏
教
で
は
「
少
欲
知
足
」
の
人
こ
そ
、
人
間
と
し

て
の
「
富
め
る
者
」「
福
な
る
者
」
と
と
ら
え
る
。「
少
欲
」
と

は
貪
欲
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
無
貪
）
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
Ｂ
Ｈ
Ｎ
の
充
足
は
か
な
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仏

教
は
、
物
質
的
欲
望
や
権
力
、
名
誉
、
名
声
に
支
配
さ
れ
た
人
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間
の
生
き
方
を
「
貧
し
い
も
の
」「
不
知
足
」
と
す
る
。「
富
め

る
者
」「
知
足
」
と
は
、
自
己
の
貪
欲
や
怒
り
や
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
物
質
的
欲
望
の
み
に
執
着
す
る
生
き
方
か

ら
、
他
者
と
と
も
に
、
精
神
的
、
倫
理
的
に
生
き
る
方
向
へ
と

昇
華
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
iii
）
の
「
不
邪
淫
戒
」
は
、
男
女
の
平
等
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
あ
り
方
を
示
す
倫
理
と
し
て
、
仏
教
で
は
主
張
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
基
盤
と
な
る
精
神
か
ら
す
れ
ば
、
男
女
の
み
な

ら
ず
、
人
種
、
民
族
、
文
化
等
の
「
平
等
性
」
の
倫
理
と
と
ら

え
ら
れ
よ
う
。

す
べ
て
の
共
同
体
、
民
族
、
人
種
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の

文
化
、
宗
教
、
精
神
的
遺
産
を
保
持
し
、
発
展
さ
せ
て
お
り
、

互
い
に
認
識
し
、
尊
敬
し
、
学
び
あ
う
こ
と
で
あ
る
。

個
人
、
共
同
体
、
社
会
の
な
か
に
あ
る
、
�
縁
起
の
法
�
に
無

知
な
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
「
偏
見
」
を
克
服
し
、「
平
等
心
」
を

養
う
た
め
の
戒
で
あ
る
。

（
iv
）
の
「
不
妄
語
戒
」
は
、
妄
語
、
綺
語
、
悪
口
、
両
舌

に
よ
っ
て
他
者
を
た
ぶ
ら
か
し
、
お
互
い
の
「
信
」
の
破
壊
を

禁
ず
る
戒
で
あ
る
。『
梵
網
経
』
で
は
「
菩
薩
は
、
常
に
正
語
、

正
見
を
生
じ
」

（
14
）
と
あ
る
。「
正
語
」「
正
見
」
と
は
、「
真
実
」
を

語
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
真
実
語
」
に
よ
っ
て
、
根
源
的
な

信
頼
が
築
け
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
紛
争
、
環
境
問
題
等
の

「
安
全
保
障
」
の
基
盤
に
は
「
信
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相

互
信
頼
の
醸
成
の
た
め
に
は
、「
真
実
」
を
語
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
の
忍
辱
は
、
迫
害
、
苦
難
、
災
害
等
を
耐
え
忍
ぶ
精
神

力
を
体
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実
社
会
の
「
暴
力
・
災
害
か

ら
の
自
由
」
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
自
己
の
瞋い

か

り
や
怨
み
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
強
靭
な
精
神
力
（
能
忍
の
力
）
が
要
請
さ
れ

る
。現

在
の
「
テ
ロ
」
と
そ
の
報
復
の
連
鎖
が
と
め
ど
な
く
つ
づ

く
「
暴
力
の
応
酬
」
を
断
ち
切
る
に
は
、
ど
こ
か
で
怨
み
の
心

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
菩
薩
は
、
自
ら
怨

み
の
悪
心
を
慈
愛
の
善
心
に
変
え
よ
う
と
す
る
。
忍
辱
の
強
力

な
意
志
で
、
慈
愛
の
善
心
を
開
発
し
、
怨
み
の
根
源
を
断
つ
た

め
の
行
動
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
忍
辱
は
、
た

だ
耐
え
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
内
な
る
力
は
、
次
の
精
進
へ

と
連
動
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

第
四
の
精
進
は
、
忍
辱
の
秘
め
ら
れ
た
力
が
外
に
あ
ら
わ
れ
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た
形
で
あ
る
。
六
波
羅
蜜
で
は
、
他
の
五
波
羅
蜜
に
身
心
と
も

に
力
を
尽
く
し
、
精
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
代
的
に
表
現
す
れ
ば
、
�
急
進
主
義
�
に
対
す
る
�
漸
進
主

義
�
と
な
ろ
う
。
瞋
り
、
怨
念
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
忍
辱
の

精
神
力
が
、
精
進
と
し
て
発
動
し
て
き
て
、�
漸
進
主
義
�
の
形
を

と
っ
て
他
者
へ
と
働
き
か
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
対
話
」
や
教
育
、
文
化
交
流
、
民
間
外
交
等
を
変
革
の
手

段
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
忍
辱
と
精
神
力
に
支
え
ら
れ
た
漸
進

主
義
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
漸
進
主
義
は
、
善
心
の
開

発
で
も
っ
て
、
人
間
、
共
同
体
を
、
そ
の
底
流
か
ら
根
本
的
に

変
革
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
菩
薩
の

実
践
規
範
で
あ
る
。

第
五
の
禅
定
も
第
六
の
智
慧
も
、
人
間
の
「
安
全
保
障
」、
平

和
社
会
の
実
現
の
視
座
か
ら
、
二
つ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
考
え
て

い
き
た
い
。
第
五
の
禅
定
は
、
仏
教
的
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
禅

の
修
行
に
よ
っ
て
、
心
を
一
処
に
統
一
し
、
心
を
乱
さ
ず
に
、

真
理
を
思
惟
す
る
こ
と
で
あ
る
。
真
理
を
洞
察
す
る
身
心
統
一

し
た
「
自
己
」
の
あ
り
方
と
表
現
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
菩
薩
的
「
自
己
」
は
、
現
代
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
構
造
を
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
現
代
、
こ
の
現
象
世
界
の
真
実
の
姿

（
実
相
）
を
洞
察
し
、
対
応
し
う
る
た
め
の
「
自
己
」
を
、「
多
元

的
自
己
」
と
表
現
し
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
菩
薩
的
自
己
は
、

「
多
即
一
」「
一
即
多
」
の
法
理
を
体
現
し
た
構
造
を
も
ち
つ
つ

も
、
そ
れ
が
同
時
に
「
一
」
の
調
和
、
統
一
を
確
保
し
て
い
る

「
自
己
」
で
あ
る
。

「
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」（
天
人
合
一
）
や
「
仏
教
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」（
一
念
三
千
）
の
説
く
存
在
の
四
次
元
に
即
し
て
い

え
ば
、「
多
元
的
自
己
」
と
は
、
身
心
統
合
の
「
自
己
」
で
あ
り
、

共
同
体
の
多
重
性
を
反
映
す
る
自
己
（
家
族
的
、
民
族
的
、
国
民
的
、

国
際
的
な
各
次
元
を
反
映
す
る
自
己
）
で
あ
り
、
大
自
然
生
態
系
と

共
生
す
る
「
自
己
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
多
元
な
る

「
自
己
」
を
統
合
す
る
「
一
」
な
る
「
自
己
」
は
、「
根
源
的
な

る
も
の
」「
永
遠
な
る
も
の
」
に
根
ざ
し
た
「
大
い
な
る
自
己
」

で
あ
る
。「
大
い
な
る
自
己
」
に
基
盤
を
お
い
て
の
、
多
元
な
る

「
自
己
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
調
和
を
か
な
で
る
「
自
己
」
こ
そ
、

禅
定
の
め
ざ
す
菩
薩
的
「
大
い
な
る
自
己
」
の
内
実
な
の
で
あ

る
。
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最
後
の
「
智
慧
」
は
、
禅
定
と
一
体
と
な
っ
た
�
縁
起
の
智
慧
�

で
あ
る
。
仏
の
智
慧
は
、
一
切
の
現
象
世
界
に
通
達
し
、
真
理

（
実
相
）
を
み
き
わ
め
る
智
慧
で
あ
り
、
慈
悲
と
融
合
し
た
智
慧

で
あ
る
。
現
象
世
界
は
、
文
化
、
宗
教
、
人
種
、
民
族
、
国
家
、

そ
し
て
大
自
然
界
の
多
元
性
が
幾
重
に
も
反
映
し
あ
い
な
が
ら
、

創
造
的
進
化
を
織
り
成
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
現
象
世
界
の

真
理
（
実
相
）
を
�
縁
起
の
智
慧
�
は
如
実
に
知
見
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
様
相
は
、
多
様
性
の
次
元
で
は
、
各

領
域
、
地
域
の
特
殊
性
、
個
性
を
洞
察
し
、
現
場
に
即
し
た
智

慧
と
慈
悲
の
行
動
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、�
縁
起
の
智
慧
�
は
、「
根
源
的
な
る
も
の
」

「
永
遠
な
る
も
の
」
に
基
盤
を
お
く
「
普
遍
性
」
を
も
見
出
し
て

い
く
。
そ
の
な
か
に
は
、「
仁
」
徳
や
「
慈
悲
」
の
善
心
、
人
間

の
根
本
的
倫
理
性
、
道
徳
性
（
戒
）
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
正
義
、

福
祉
、
平
和
等
の
普
遍
的
価
値
理
念
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
普
遍
的
「
共
通
項
」
は
、
全
人
類
、
全
宇
宙
を
貫
く

統
合
軸
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
多
元
・
多
様
性
と
統
合
性
の
調
和

的
統
合

―
多
即
一
、
一
即
多

―
の
具
体
的
な
姿
で
あ
る

「
多
元
共
生
社
会
」
が
創
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

菩
薩
の
「
多
元
的
自
己
」
と
「
多
元
共
生
社
会
」
は
一
体
と

な
り
、
他
の
四
波
羅
蜜
を
統
合
し
な
が
ら
、
人
間
の
「
安
全
保

障
」
を
宇
宙
論
的
次
元
か
ら
確
保
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

〔
Ⅳ
〕

菩
薩
道
と
し
て
の
Ｓ
Ｇ
Ｉ
運
動

二
十
一
世
紀
を
む
か
え
た
今
日
、
大
乗
仏
教
の
菩
薩
道
を
世

界
的
次
元
で
展
開
し
て
い
る
仏
教
団
体
の
一
つ
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
で

あ
る
。
今
日
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
百
九
十
カ
国
・
地
域
へ
と
展
開
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
運
動
の
内
容
を
、「
六
波
羅
蜜
」

の
実
践
と
い
う
視
座
か
ら
分
析
し
、
検
討
し
て
み
た
い
の
で
あ

る
。
Ｓ
Ｇ
Ｉ
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
、「
文
化
・
平
和
・
教
育
」
と

い
う
角
度
か
ら
記
述
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
運
動
を

現
代
に
お
け
る
菩
薩
道
の
あ
り
方
と
と
ら
え
る
と
、
そ
の
内
容

分
析
の
た
め
に
は
、「
六
波
羅
蜜
」
の
各
項
目
並
び
に
そ
の
関
連

性
の
考
察
が
、
有
効
な
方
法
論
で
は
な
い
か
と
考
え
る
故
で
あ

る
。第

一
の
布
施
行
を
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
い
う
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
そ
の
実
践
は
、
今
日
、「
積
極
的
平
和
」
の
創
出
と

「
持
続
的
な
開
発
」
に
分
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
積
極
的
平
和
」
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は
、
単
に
戦
争
が
な
い
と
い
う
「
消
極
的
平
和
」
を
こ
え
て
、

テ
ロ
、
紛
争
、
戦
争
と
い
う
直
接
的
暴
力
の
底
に
広
が
る
「
構

造
的
暴
力
」
へ
の
挑
戦
ま
で
を
含
ん
だ
概
念
で
あ
る
。

「
積
極
的
平
和
」
の
創
出
の
た
め
の
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
実
践
基
盤
は
、

獄
中
に
お
け
る
「
宇
宙
論
的
使
命
」
を
自
覚
さ
れ
た
戸
田
第
二

代
会
長
の
、
一
九
五
七
年
に
発
表
さ
れ
た
「
原
水
爆
禁
止
宣
言
」

（
15
）

に
あ
る
。
戸
田
会
長
は
、「
原
水
爆
は
生
存
の
権
利
を
お
び
や
か

す
人
類
の
敵
で
あ
る
」
と
断
じ
、
原
水
爆
を
使
用
し
た
も
の
は

「
絶
対
悪
」
と
し
て
、
い
か
な
る
者
で
も
許
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
思
想
を
全
世
界
へ
広
め
よ
と
の
提
言
で
あ
っ
た
。
そ
の
精

神
と
実
践
を
、
当
時
の
青
年
の
中
心
で
あ
っ
た
第
三
代
池
田
会

長
が
継
承
さ
れ
た
。
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
人
類
の
心
に
�
平
和

の
砦
�
を
築
く
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
か
ら
、
世
界
へ
の
平
和

旅
に
出
立
し
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
一
九
六
八
年
の
「
日

中
国
交
正
常
化
提
言
」（
第
十
一
回
学
生
部
総
会
）
、
一
九
七
四
年

五
月
の
初
の
訪
中
、
十
二
月
の
周
恩
来
首
相
と
の
会
見
も
、
平

和
旅
の
一
環
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
九
七
五
年
一
月
二
十
六
日
、
第
一
回
世
界
平
和

会
議
を
グ
ア
ム
で
行
い
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
が
発
足
し
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会

長
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
一
九
八
三
年

か
ら
毎
年
、
そ
の
年
の
一
月
二
十
六
日
に
「
平
和
提
言
」
を
全

世
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け
て
い
る
。

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
人
類
貢
献
へ
の
運
動
に
呼
応
し
て
、
Ｓ

Ｇ
Ｉ
は
、
国
連
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、「
平
和
創
出
」
へ
の
貢
献
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
核
兵
器

―
現
代
世
界
の
脅
威
」
展
を

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
北
京
な
ど
で
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
展
示
に
よ

る
平
和
意
識
啓
蒙
運
動
は
、
さ
ら
に
、
環
境
問
題
も
視
野
に
入

れ
て
の
「
戦
争
と
平
和
展
」「
環
境
展

―
エ
コ
・
エ
イ
ド
」
等

へ
と
拡
大
し
て
い
る
。

平
和
意
識
啓
発
の
た
め
に
は
、
戦
争
体
験
を
つ
づ
っ
た
「
反

戦
出
版
」
集
を
発
刊
し
た
。「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
」
が
戦
争

体
験
を
受
け
継
ぐ
財
産
に
し
て
い
く
企
画
で
あ
る
。
ま
た
、「
平

和
創
出
」
へ
の
連
続
講
演
、
出
版
な
ど
を
通
じ
、
核
廃
絶
、
世

界
不
戦
へ
の
啓
蒙
に
つ
と
め
て
い
る
。

「
持
続
可
能
な
開
発
」
に
つ
い
て
は
、
国
連
の
「
持
続
可
能

な
開
発
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）」
の
教
育
部
会
と
連
携
し
つ
つ
、「
変

革
の
種
子
展
」、
映
画
「
静
か
な
る
革
命
」
の
上
映
等
の
各
国
で

の
巡
回
を
支
援
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ナ
ウ
ス
市
近
郊
に
、



ブ
ラ
ジ
ル
Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
「
ア
マ
ゾ
ン
自
然
環
境
セ
ン
タ
ー
」
を
創

設
し
て
い
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
と
創
価
大
学
の
自
然
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、「
熱
帯
雨
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
挑
戦
し
、
こ
れ
ま
で
、
六
〇
種
以
上
、
二
万
本
の
植
樹
を
行

っ
て
い
る
。

第
二
の
持
戒
は
、
人
間
と
し
て
の
倫
理
性
の
回
復
、
形
成
で

あ
る
。
Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
大
乗
仏
教
の
非
暴
力
、
慈
悲
の
根
本
精
神

に
も
と
づ
き
、
自
ら
、
内
な
る
悪
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
善

心
に
変
え
ゆ
く
「
自
律
」
の
人
間
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
、
現
代
人
の
「
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
」
の

変
革
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

持
戒
と
は
、
仏
教
的
に
い
え
ば
、「
慈
悲
」
等
の
善
心
の
開
発

で
あ
る
が
、
こ
の
戒
を
支
え
る
倫
理
性
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
儒
教
の
基
本
的
な
「
徳
」（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
と
同
じ

地
平
に
あ
る
、
そ
の
一
つ
の
成
果
が
、「
地
球
憲
章
」

（
16
）

の
形
成
で

あ
り
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
も
そ
の
成
立
の
過
程
で
、
仏
教
倫
理
の
立
場
か

ら
の
見
解
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。

「
仏
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
や
「
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

に
内
包
さ
れ
た
「
人
間
倫
理
」

―
「
慈
悲
」
や
「
仁
」
の
徳

―
は
、
そ
の
拡
大
、
啓
蒙
の
手
段
と
し
て
は
、
決
し
て
暴
力

等
の
急
進
主
義
で
は
な
く
、
漸
進
主
義
を
と
る
。
漸
進
主
義
を

推
し
進
め
る
菩
薩
行
が
、
第
三
の
忍
辱
と
第
四
の
精
進
で
あ
る
。

Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
漸
進
主
義
と
し
て
、
具
体
的
に
は
「
対
話
」「
交

流
」
と
「
教
育
」
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長

の
対
話
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
と
の
対
話
か
ら
、
中
国
の
常
書

鴻
氏
、
金
庸
氏
、
季
羨
林
教
授
等
と
の
対
話
へ
と
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
八
〇
年
の
北
京
大
学
の
講
演
を
は
じ
め
、
こ
こ
香

港
中
文
大
学
で
の
講
演
な
ど
、
世
界
の
各
大
学
、
研
究
機
関
で

ス
ピ
ー
チ
し
、
世
界
の
知
性
に
訴
え
か
け
て
い
る
。

東
洋
哲
学
研
究
所
、
ボ
ス
ト
ン
二
十
一
世
紀
セ
ン
タ
ー
、
戸

田
記
念
国
際
平
和
研
究
所
で
は
、「
文
明
間
対
話
」「
宗
教
間
対

話
」
を
、
儒
教
、
道
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
、
キ

リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
知
性
と
連
続
的
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

行
っ
て
い
る
。
東
洋
哲
学
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
、
中
国
に
お

い
て
は
、
北
京
の
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
と
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
北
京
大
学
池
田
大
作
研
究
所
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
っ
て
き
た
。

次
に
、「
交
流
」
と
し
て
は
、
創
価
大
学
の
、
北
京
大
学
を
は
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じ
め
と
す
る
各
大
学
と
の
留
学
生
、
教
授
交
換
が
あ
り
、
Ｓ
Ｇ

Ｉ
と
し
て
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
に
、
青
年
派
遣
団
、
婦
人
派
遣

団
を
送
っ
て
、
民
間
の
草
の
根
交
流
を
は
か
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
「
教
育
」
活
動
は
、「
牧
口
教
育
学
」
の
実
践
化
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
創
価
学
園
、
創
価
大
学
を
創
立
し
、
ア
メ

リ
カ
創
価
大
学
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。「
牧
口
教
育
学
」
の
展
開

は
、
今
や
世
界
に
及
ん
で
お
り
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
幼

稚
園
、
小
学
校
の
設
立
、
イ
ン
ド
で
は
創
価
池
田
女
子
大
学
が

創
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
を
通
し
て
の
地
球
市
民
意
識

へ
の
啓
発
と
し
て
、
国
連
と
協
力
し
て
の
「
世
界
の
子
ど
も
と

ユ
ニ
セ
フ
展
」「
世
界
の
少
年
少
女
絵
画
展
」「
世
界
の
教
科
書

展
」
を
各
地
で
開
催
し
て
い
る
。

第
五
の
禅
定
と
第
六
の
智
慧
は
一
体
で
あ
り
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
に
お

い
て
は
、
第
五
の
禅
定
と
し
て
の
「
菩
薩
的
自
己
」
は
、「
多
元
的

自
己
」
で
あ
り
、
第
六
の
智
慧
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、�
縁
起

の
智
慧
�
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
菩
薩
的
生
命
の

内
奥
か
ら
、「
宇
宙
根
源
の
法
」
を
顕
在
化
し
、
そ
の
リ
ズ
ム
に

よ
っ
て
、
身
心
（
五
陰
）、
共
同
体
（
衆
生
）、
自
然
（
国
土
）
の
そ

れ
ぞ
れ
を
調
和
的
に
統
合
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ

る
。共

同
体
を
「
郷
土
」「
民
族
」「
国
家
」「
国
際
次
元
」
の
多
元

性
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
「
菩
薩
的
自
己
」
は
、「
郷

土
」
と
い
う
生
活
現
場
に
活
動
の
場
を
置
き
、
そ
の
場
を
拡
大

し
つ
つ
、
他
の
民
族
、
文
化
、
宗
教
、
国
家
へ
と
関
連
さ
せ
つ

つ
、
な
お
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
人
類
的
思
考
に
ま
で
及
ん
で
い

く
の
で
あ
る
。
菩
薩
的
生
命
と
し
て
の
地
球
市
民
の
「
自
己
」

と
は
、「
ロ
ー
カ
ル
」
の
現
場
性
を
し
っ
か
り
と
ふ
ま
え
つ
つ
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
理
想
を
漸
進
的
に
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る

「
自
己
」
で
あ
る
。
現
場
性
（
ロ
ー
カ
ル
性
）
と
普
遍
性
（
グ
ロ
ー

バ
ル
性
）
を
内
包
し
つ
つ
、
し
か
も
ど
ち
ら
か
の
み
に
偏
す
る
の

で
は
な
く
、
両
者
を
生
か
し
つ
つ
生
き
る
「
自
己
」
が
、
禅
定

と
し
て
の
「
自
己
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
自
己
」
は
、「
中
道
」
に
生
き
る
「
自
己
」
で

あ
る
。「
宇
宙
根
源
な
る
も
の
」
の
統
合
力
に
基
盤
を
置
き
、
エ

ス
ニ
ッ
ク
な
次
元
か
ら
、
地
球
、
大
自
然
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
次

元
を
、
多
元
的
、
多
重
的
に
統
合
す
る
「
自
己
」
こ
そ
、
二
十

一
世
紀
の
地
球
市
民
の
「
自
己
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
い

る
。

現代社会における菩薩道83

「東洋学術研究」第46巻第１号



こ
の
よ
う
な
地
球
市
民
と
し
て
の
「
菩
薩
的
自
己
」
に
内
包

さ
れ
た
�
縁
起
の
智
慧
�
が
、
第
六
の
「
智
慧
」
で
あ
る
。
こ

の
縁
起
・
中
道
の
智
慧
が
、
現
実
社
会
の
な
か
に
「
多
元
共
生

社
会
」
を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
に
栄
え
る
「
文
化
」

が
「
平
和
の
文
化
」
で
あ
る
。「
平
和
の
文
化
」
は
、
各
民
族
、

文
化
圏
、
宗
教
圏
の
精
神
性
を
十
分
に
尊
重
し
つ
つ
、
な
お
、

普
遍
性
と
し
て
の
非
暴
力
、
慈
悲
、
仁
の
人
間
倫
理
に
貫
か
れ

て
い
る
文
化
で
あ
る
。「
平
和
の
文
化
」
は
、
他
の
民
族
、
文
化

を
お
互
い
に
尊
重
し
つ
つ
、
学
び
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互

に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
自
ら
も
創
造
的
に
変
化
し
て
い
く
の
で

あ
る
。「
文
明
間
対
話
」「
宗
教
間
対
話
」
の
目
的
の
一
つ
も
こ

こ
に
あ
り
、
各
文
化
、
文
明
、
宗
教
の
互
い
の
創
造
的
変
革
が

期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
戦
争
の
文
化
」
か
ら
「
平
和
の
文
化
」
へ
の
変
革
の
た
め

に
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
も
、
文
化
、
芸
術
、
学
術
の
次
元
で
の
貢
献
に
つ

と
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
富
士
美
術
館
や
民
主
音
楽
協

会
で
は
、
中
国
の
敦
煌
美
術
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
間
と
し
て

の
「
善
性
」「
感
性
」
の
開
発
に
つ
と
め
て
い
る
。

東
洋
哲
学
研
究
所
と
し
て
は
、
現
在
、「
法
華
経
展
」
を
グ
ロ

ー
バ
ル
に
展
開
中
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
で
開
催
さ
れ
、
今
回
、
こ
こ
中
文

大
学
で
も
新
た
な
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。「
法
華
経
」
に
秘

め
ら
れ
た
「
宇
宙
根
源
な
る
も
の
」
か
ら
顕
在
化
す
る
普
遍
的

思
想
性
を
、
こ
れ
ら
の
展
示
を
契
機
と
し
て
学
び
と
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
と
の
思
い
か
ら
の
展
示
で
あ
る
。

以
上
、
大
乗
仏
教
の
基
本
の
実
践
で
あ
る
「
六
波
羅
蜜
」
の

各
項
目
に
そ
い
な
が
ら
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
具
体
的
な
思
想
と
活
動
と

を
分
析
し
て
き
た
。

最
後
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
現
代
社
会
に
お
け
る
活
動
が
、
中
国
を

は
じ
め
全
世
界
の
人
々
と
と
も
に
、
お
互
い
に
地
球
市
民
と
し

て
、
人
間
生
命
内
在
の
「
徳
」
性
、「
善
性
」
を
開
発
し
つ
つ
、

そ
の
大
い
な
る
�
連
帯
の
潮
流
�
が
「
平
和
の
文
化
」
創
出
へ

の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
希
求
し
て
い
る
。

注（
１
）
季
羨
林
・
蒋
忠
新
・
池
田
大
作
『
東
洋
の
智
慧
を
語
る
』
東
洋

哲
学
研
究
所
、
四
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
２
）『
中
外
日
報
』
二
〇
〇
五
年
六
月
二
日
号
。

（
３
）『
中
外
日
報
』
二
〇
〇
五
年
六
月
二
日
号
。
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（
４
）
戸
田
城
聖
「
慈
悲
論
」『
戸
田
会
長
全
集
』
第
三
巻
、
聖
教
新

聞
社
、
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
同
書
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
同
書
、
四
八
ペ
ー
ジ
。

（
７
）『
摩
訶
止
観
』
第
六
上
、『
大
正
蔵
』
四
六
巻
七
七
ペ
ー
ジ
上
―

中
。

（
８
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』
創
価
学
会
版
、
四
〇
六
ペ
ー
ジ
。

（
９
）『
第
三
文
明
』
二
〇
〇
六
年
五
月
、
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
10
）『
薬
師
本
願
功
徳
経
』『
大
正
蔵
』
一
四
巻
四
〇
五
ペ
ー
ジ
上
―

中
。

（
11
）『
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』、
六
二
三
〜
六
二
四
、
六
三
四
〜
六
三

六
ペ
ー
ジ
。

（
12
）『
梵
網
経
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
二
四
巻
一
〇
〇
四
ペ
ー
ジ
中
。

（
13
）
中
村
元
訳
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
　
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
岩
波
文

庫
、
二
〇
三
ペ
ー
ジ
。

（
14
）『
梵
網
経
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
二
四
巻
一
〇
〇
四
ペ
ー
ジ
下
。

（
15
）
創
価
学
会
戸
田
城
聖
第
二
代
会
長
が
発
表
。『
戸
田
城
聖
全
集
』

第
四
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
一
九
八
四
、
五
六
四
〜
五
六
七
ペ
ー

ジ
。
全
民
衆
の
「
生
存
の
権
利
」
を
ま
も
る
普
遍
的
立
場
か
ら
、

核
兵
器
を
「
絶
対
悪
」
で
あ
る
と
宣
言
し
た
も
の
。

（
16
）「
地
球
憲
章
」。
一
九
八
七
年
に
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
が
、

地
球
市
民
が
「
持
続
可
能
な
開
発
」
を
な
す
た
め
の
行
動
指
針

と
し
て
制
定
を
呼
び
か
け
た
。
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
等

が
中
心
と
な
っ
て
草
案
作
成
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
Ｓ
Ｇ

Ｉ
も
参
加
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
ハ
ー
グ
に
お
い
て

正
式
に
発
表
さ
れ
た
。

（
か
わ
だ
　
よ
う
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
所
長
）
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